
秋好  哲美  氏 [KOHO株式会社]
民主的な会社運営のために『社員総会』を開く
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よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。

月号

表紙の写真にスマホやタブレットをかざすと

ARアプリ「COCOAR２」のダウンロード方法は
P2をご覧ください

AR動画が見られます！
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Message 福岡同友会へ

　 門司港が開港した2年後の明治24
（1891）年、大阪商船が門司に事務所
を構えました。赤間関支店門司出張所と
して開設され、その後門司支店に昇格。
門司港を大連航路の拠点にしました。
　現在の商船ビルは大正6（1917）年に
同じ場所に建て替えられ、現在はギャラ
リーやイベントホール、カフェなどが入っ
ています。

「月刊同友2月号」につきまして下記の訂正がございます。ご迷惑をお掛けした読者の皆様、ならびに関係各位には深くお詫び申し上げます。
P14 　誤　取材／貞池  龍彦（南支部）　正　取材／貞池  龍彦（中央支部）

撮影・文／富谷　正弘
             株式会社ココスイメージ
            （玄海支部）

　一般社団法人福岡県中小企業家同友会におかれ
ましては、日頃より、県内中小企業の振興・発展に
ご尽力されていることに深く敬意を表すとともに、商
工会の活動にも多大なるご理解とご協力を賜り、深く
感謝申し上げます。また、昨年７月の九州北部豪雨
災害では、多くの商工会会員企業も被災し、地元商
工会を中心に現在もその復興支援に取り組んでいる
ところですが、復興までにはまだまだ時間を要する状
況のため、引き続きご協力頂けましたら幸いです。
　さて、県内の統計においては、生産・貿易・消費・
雇用などいずれも改善傾向が続いており、経済は好
調に推移していると言えますが、中小企業の現場に
おいては、人手不足や社会保障負担増など、多くの
課題を抱えており、依然として厳しい経営環境にある
というのが実感です。
　その中でも、特に事業承継は切実な問題であり、
中小企業が10年後20年後の未来においても地域を
支えるリーダーであり続けるためには、今その後継者
づくりに率先して取り組む必要があると考えます。こ
の事業承継に対しては、多面的かつ継続的な支援を
行うことが重要ですが、同友会の皆様におかれまし
ては、その“けん引役”となっていただくことを期待し
ております。
　私ども商工会としても、事業者に寄り添った伴走
型支援の大きな柱として取り組んでいく所存ですので、
県内中小企業振興の一環として、引き続き商工会と
も連携の上、一緒に取り組んでいただきますようお願
い申し上げます。

　一般社団法人福岡県中小企業家同友会におかれ

ましては、1963年の創立以来、約半世紀の長きに亘

り中小企業の振興、発展のためご尽力されてこられ

ました。会員並びに役職員の皆様方には深く敬意を

表する次第であります。

　我が国経済は、海外経済の緩やかな回復を背景

に好循環が続いており、平成24年12月に始まった景

気回復局面はいざなぎ景気を超え戦後２番目の長さ

となりました。他方でも、雇用環境の改善が進み、

有効求人倍率は43年ぶりの高水準となりましたが逆

に、中小企業にとっては人手不足が深刻となり、さら

には働き方改革への対応が求められています。

　このような中、本会では、地域資源や農商工連携

等の中小企業施策による販路開拓支援、ＢＣＰや知

的資産経営に対する取り組み支援、官公需適格組

合制度の普及と受発注情報の提供、ものづくり補助

金を通じた中小企業の生産性向上など、新たな付加

価値創造の支援を行なって参りました。

　また、雇用・労働関連の分野では、「福岡県プロ

フェッショナル人材センター」を設置し、中小企業と

新商品や新サービスの企画・開発、販路開拓、生

産性の向上などに精通した人材とのマッチングをサポー

トしております。

　このように本会と同友会の組織の目的は相通ずる

ものがあり、今後とも中小企業の振興、発展のため

連携し、全力を傾注して参る所存です。

福岡県商工会連合会  会長 福岡県中小企業団体中央会  会長

城
きど

戸 津
つきお

紀雄 氏 桑
くわの

野  龍
りゅういち

一 氏

【今月の表紙】
大正モダニズム「旧大阪商船」

お詫びと訂正

同友会　３つの目的
よい会社をつくろう よい経営者になろう よい経営環境をつくろう

同友会は、ひろく会員の経験と
知識を交流して、企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつく
ることをめざします。

同友会は、中小企業家が自主的な努力に
よって、相互に資質を高め、知識を吸収し、
これからの経営者に要求される総合的な
能力を身につけることをめざします。

同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中
小企業をとりまく社会・経済・政治的な環境を
改善し、中小企業の経営を守り安定させ、日
本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします。

　

印
刷
屋
か
ら
情
報
伝
達
を
通
じ
た
喜
び

と
感
動
を
提
供
す
る
お
客
様
の
ベ
ス
ト
パ
ー

ト
ナ
ー
へ
。

　

ひ
び
き
支
部
所
属
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
㈱
の
秋
好

さ
ん
は
そ
う
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
地
区
で
も
地
区
の
広
報
誌
「
き

た
き
ゅ
う
」
の
発
行
に
携
わ
り
、
北
九
州
・

ひ
び
き
両
支
部
の
例
会
や
北
九
州
地
区
の

行
事
な
ど
を
紹
介
し
、
会
員
へ
喜
び
や
感

動
を
伝
え
続
け
て
く
れ
て
い
る
、
我
々
に

と
っ
て
も
と
て
も
大
切
な
ベ
ス
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。

　

そ
れ
は
社
員
さ
ん
や
そ
の
家
族
に
と
っ

て
も
同
様
で
、
年
に
４
回
の
社
員
総
会
で

は
、
真
剣
に
社
員
さ
ん
と
向
き
合
い
、
意

見
を
交
換
し
、
社
長
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
思
い
を
伝
え
続
け
る
。
そ
ん
な
秋
好
さ

ん
の
気
持
ち
が
、
社
内
全
体
に
伝
わ
っ
て

株
式
会
社 

上こ
う
じ
ゃ
く

津
役
製
作
所　

代
表
取
締
役

小
林　

正
広
（
ひ
び
き
支
部
）

KOHO株式会社

秋好 哲美 氏
代表取締役社長

 （ひびき支部） 本誌ｐ7掲載

表紙の写真にスマホやタブレットをかざすと
AR動画が見られます！

STEP 1

STEP ２ SCAN！！

ARアプリ「COCOAR２」をスマホや
タブレット端末にダウンロード（無料）

「COCOAR２」を起動し、
表紙をスキャンし、読み込
んでみましょう。認識する
と自動でコンテンツが流
れます。

App Store

COCOAR2 検索
Google Play Store

い
る
こ
と
が
会
社
を
訪
問
す
る
度
に
感
じ

取
れ
ま
す
。

　

福
岡
県
の
中
で
も
比
較
的
若
い
会
員
の

多
い
ひ
び
き
支
部
を
、
い
つ
も
優
し
い
目

で
見
守
り
支
え
て
く
れ
て
い
る
秋
好
さ
ん

は
、
僕
た
ち
の
頼
れ
る
父
親
の
よ
う
な
存

在
で
す
。
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唐
突
な
話
で
す
が

　

経
営
に
お
い
て
費
用
対
効
果
を
考
え
る
こ

と
は
重
要
で
す
。
近
年
の
同
友
会
の
会
員
企

業
の
組
織
規
模
は
、
10
名
以
下
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
も
新
卒
採
用
活
動
に

年
間
１
０
０
万
円
以
上
使
う
企
業
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を

入
手
し
て
新
卒
採
用
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

感
じ
て
し
ま
う
会
員
企
業
が
多
い
の
も
実
情

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

費
用
対
効
果

　

近
年
は
採
用
難
で
、
○
○
ナ
ビ
な
ど
の
求

人
媒
体
を
利
用
し
て
上
手
く
行
か
な
い
企
業

も
存
在
し
ま
す
。

　

何
が
不
足
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
採

用
に
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
必
要
な
の
で
す

が
、
大
手
の
合
同
企
業
説
明
会
や
就
活
サ
イ

ト
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
不
特
定
多
数
の
学
生

と
出
会
い
、
そ
の
中
か
ら
選
考
す
る
。
ダ
メ

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し
て
も
受
け
身

の
採
用
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

自
社
の
活
動
量
を
上
げ
る

　

共
同
求
人
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で
、

成
功
体
験
（
採
用
活
動
）
を
持
っ
て
い
る
企

業
は
、
行
動
力
と
計
画
性
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
し
、　

採
用
を
自
社
で
組
織
的
に
行
え

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
と
し

て
求
人
票
を
整
備
し
、
各
大
学
の
就
職
課
に

提
出
し
ま
す
。
学
内
の
合
同
企
業
説
明
会
の

エ
ン
ト
リ
ー
や
同
友
会
の
合
同
企
業
説
明
会
、

ま
た
は
自
社
の
単
独
の
会
社
説
明
会
へ
と
学

生
を
呼
び
込
む
流
れ
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ

し
て
選
考
を
開
始
し
ま
す
。

今
の
学
生
は
動
か
な
い

　

大
学
は
、
知
名
度
の
あ
る
企
業
の
採
用
実

績
や
就
職
率
を
上
げ
る
こ
と
が
命
題
で
す
。

学
内
で
合
同
企
業
説
明
会
を
実
施
し
、
さ
ら

に
は
、
ド
ー
ム
や
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
で
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
際
に
は
お
迎
え
の
バ

ス
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
学
生
に

と
っ
て
の
当
た
り
前
の
環
境
で
す
。

　

だ
か
ら
行
動
力
の
あ
る
学
生
は
目
立
つ
訳

で
す
し
、
内
定
も
多
く
も
ら
い
ま
す
。
動
き

の
良
い
学
生
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

企
業
は
、
早
い
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で

大
手
企
業
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

内
定
辞
退

　

２
～
３
年
前
に
比
べ
る
と
内
定
辞
退
は
、
あ

る
程
度
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
印
象
が
あ

り
ま
す
。就
職
課
の
先
生
方
も
企
業
側
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
就

職
課
で
把
握
で
き
て
い
る
学
生
に
つ
い
て
は
、

10
月
ま
で
に
１
社
に
絞
る
よ
う
に
指
導
す
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

離
職
率
を
下
げ
る

　

内
定
を
出
し
て
入
社
す
る
ま
で
は
で
き
た
。

し
か
し
、
３
年
以
内
に
新
入
社
員
が
辞
め
る
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
色
々
な
要
因
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
早
期
退
職
は
、
明
ら
か
に
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
起
こ
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

「
雇
っ
て
み
た
ら
と
ん
で
も
な
い
子
だ
っ
た

…
」
と
い
う
の
は
た
ま
に
聞
か
れ
る
フ
レ
ー

ズ
で
す
が
、
自
分
が
・
自
社
が
選
ん
だ
の
で

す
。

　

ま
た
、
３
年
を
過
ぎ
る
時
期
や
20
代
も
後

半
に
差
し
掛
か
る
時
期
に
社
員
が
辞
め
る
状

態
は
、
将
来
設
計
が
描
け
な
い
の
が
大
き
な

要
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
社
員
共
育
に

課
題
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

働
き
方
を
整
え
る

　

近
年
、
働
く
側
の
多
く
は
、
給
料
よ
り
も

休
日
を
求
め
る
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
労
使
が
お
互
い
に
求
め
る

共
同
求
人
委
員
会
活
動
で

何
を
学
ぶ
？

○
○
ナ
ビ
や
×
×
ナ
ビ
を
利
用
し
て
も
採
用
が
難
し
い
時
代

共
同
求
人
委
員
長　

濱
田  

浩
光

濱田　浩光
貼りアップ株式会社　

代表取締役（南支部所属）

合同企業説明会の様子

特　集

共同求人委員会

新
卒
採
用
で
、

会
社
を
元
気
に
す
る！

強
い
会
社
を
つ
く
る！

採用と共育　2018年度活動スケジュール
就職サイト 合同企業

説明会
大学との連携
キャリア教育

採用勉強会 学生の動向 共育実践

Webを活用して
会社をPRします

イベントで
学生と出会います

福岡の学校と
パイプを築きます

採用に関する体験
交流と情報交換を
行います

学生の就職活動
の動きです

採用した社員と
経営者がともに
学ぶ研修です

1 2 3 4 ★ 5

12月 18日㊊

12月

1月

1月

2月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

11月

10月

就
職
サ
イ
ト…

…

J
o
b
w
a
y（
同
友
会
）、Q
n
a
v
i（
九
就
協
）

大
学
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座（
経
営
者
の
講
師
派
遣
）

学
校
情
報（
学
内
企
業
説
明
会
等
）の
情
報
提
供

採
用
に
関
す
る
勉
強
会
・
情
報
交
換

合同企業説明会

合同入社式

新入社員研修

3/9金
4/2月

4/5木～6金

13:00～16：30

18：30～20：30

15日㊊
18：30～20：30

19日㊊
18：30～20：30

19日㊊ 18：30～20：30
19日㊊
18：30～20：30

16日㊊
18：30～20：30

18日㊊
18：30～20：30

15日㊊
18：30～20：30

19日㊊
18：30～20：30

17日㊊
18：30～20：30

20日㊊
18：30～20：30

21日㊊
18：30～20：30

17日㊋
18：30～20：30

18日㊋
18：30～20：30

21日㊊
18：30～20：30

会場：アクロス福岡

会場：振興センター

会場：泰泉閣

２年目社員研修
8/20月
会場：未定

新入社員フォローアップ研修
10/5金

会場：振興センター

大学との懇談会
11/19月
会場：振興センター

合同企業説明会
5/19土13:00～16：30
会場：アクロス福岡

会
社
説
明
会

就
職
サ
イ
ト
・
合
同
企
業
説
明
会
で
エ
ン
ト
リ
ー

会
社
説
明
会
参
加
・
O
B
訪
問
・
セ
ミ
ナ
ー
参
加

選
考（
面
接
・
試
験
）

内
々
定

学
校
訪
問

17日㊋ 18：30～20：30

18日㊋ 18：30～20：30

フォローアップ研修
事前打ち合せ

２年目社員研修
事前打ち合せ

入社式・研修
事前打ち合せ

求
人
票
作
成
勉
強
会

学
校
訪
問

内
々
定

新
学
期

登
録

前
期
試
験

後
期
試
験

夏
季
休
暇

冬
季
休
暇

学
園
祭

内
定
式

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

内
定
者
フ
ォ
ロ
ー

選
考（
面
接
・
試
験
）

（
定
例
の
委
員
会
の
中
で
行
い
ま
す
。）

※

日
時
は
定
例
委
員
会
の
開
催
日
で
す
。

※

場
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

採
用
勉
強
会
と

共
育
実
践「
事
前
打
ち
合
せ
」は
、

記
載
日
時
開
催
さ
れ
る
委
員
会
の

中
で
行
う
も
の
で
す
。

別
々
の
開
催
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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代
表
取
締
役
社
長
の
秋
好
哲
美
さ
ん
は

「
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
創
業
の
折
尾
印
刷

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
」
と
説
明
を
始
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

筑
豊
地
域
を
拠
点
と
す
る
炭
鉱
労
働
者
の

中
で
は
労
働
運
動
が
高
ま
り
、
そ
の
思
い
を

い
か
に
伝
え
る
か
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

運
動
に
賛
同
す
る
人
た
ち
が
折
尾
印
刷
を
立

ち
上
げ
、
戦
後
焼
け
残
っ
た
一
台
の
活
版
印

刷
機
と
少
し
ば
か
り
の
活
字
と
材
料
で
こ
の

活
動
を
伝
え
て
い
き
ま
し
た
。
労
働
運
動
は

盛
り
上
が
り
、
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
に

基
幹
産
業
の
労
働
組
合
の
出
資
に
よ
る
㈱
九

州
機
関
紙
印
刷
所
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
出

資
組
合
の
役
員
が
社
外
取
締
役
と
し
て
経
営

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
経
営
者
と
し
て

の
手
腕
に
は
長
け
て
い
な
く
、
経
営
の
危
機

を
迎
え
て
い
き
ま
す
。

　

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
、
当
時
営
業
部

長
を
し
て
い
た
諸
岡
昭
三
郎
さ
ん（
M
O
R
O

企
画
（
ひ
び
き
支
部
所
属
））
が
社
長
に
就
き
、

経
営
再
建
を
託
さ
れ
ま
す
。
事
態
を
打
開
す

る
た
め
に
は
『
将
来
展
望
を
さ
し
示
し
、
意

思
統
一
を
図
る
た
め
の
経
営
指
針
づ
く
り
と

実
践
』
が
欠
か
せ
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
し

た
。
時
を
同
じ
く
し
て
同
友
会
に
も
入
会
し

ま
す
。
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
に
中
同
協

が
提
唱
し
た
『
労
使
見
解
』
に
は
大
い
に
共

感
し
た
と
言
い
ま
す
。

　

同
友
会
の
学
び
を
実
践
し
、
会
社
は
機
関

紙
中
心
の
仕
事
か
ら
総
合
印
刷
に
幅
を
広
げ

て
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

待
遇
や
環
境
に
理
解
し
合
え
て
い
る
か
は
本

当
に
難
し
い
問
題
で
す
。

　

同
友
会
は
、
そ
の
よ
う
な
労
使
見
解
を
学

び
、
相
互
信
頼
を
深
め
る
企
業
づ
く
り
を
実

践
す
る
会
で
す
。
共
同
求
人
委
員
会
の
実
践

活
動
を
通
し
て
企
業
変
革
を
目
指
し
て
い
ま

す
。政

府
が
求
め
る
方
向

　

生
産
労
働
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
政
府
の

命
題
だ
と
考
え
る
と
、
若
年
層
の
ニ
ー
ト
や

フ
リ
ー
タ
ー
を
な
く
す
た
め
に
、
企
業
側
に

離
職
率
低
下
や
正
社
員
化
を
薦
め
ま
す
。
そ

し
て
、
小
学
生
や
中
学
生
の
時
期
か
ら
職
場

体
験
を
行
い
様
々
な
働
き
方
を
学
ば
せ
て
い

ま
す
。

教
育
機
関
の
課
題

　

人
口
の
減
少
に
対
し
て
教
育
機
関
の
キ
ャ

パ
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
以
前
に
比

べ
る
と
浪
人
す
る
若
者
が
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
将
来
の
目
標
が
定
ま
っ
て
い
な
い
高
校

生
が
安
易
に
進
学
で
き
て
い
る
状
態
が
進
行

し
て
い
ま
す
。

　

大
学
に
よ
っ
て
は
、
１
年
生
で
再
度
基
礎

教
育
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
も
耳
に
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、就
職
率
を
上
げ

る
た
め
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
強
化
も
求
め
ら

れ
ま
す
。

中
小
企
業
経
営
者
の
役
目

　

学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
多
く
は
、
コ
ン
ビ

ニ
や
居
酒
屋
を
選
ぶ
機
会
が
大
半
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
働
く
体
験
は
こ
の
程
度
で
す

し
、
ニ
ー
ズ
も
足
り
て
い
ま
す
。

　

学
生
は
、
地
元
で
ど
の
よ
う
な
職
種
の
企

業
が
存
在
し
、
ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
し
て

い
る
の
か
よ
く
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
情
報
は

全
く
届
い
て
い
な
い
状
態
で
す
。
そ
こ
に
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
同
友
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
様
々
な
角

度
か
ら
学
生
に
向
け
て
仕
事
の
面
白
さ
を
伝

え
ら
れ
る
経
営
者
に
な
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
経
営
体
験
を
会
員
に
向
け
て
話
す

こ
と
と
は
違
う
力
が
試
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
共
同
求
人
委
員
会
と
し
て
も

強
化
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

支
部
例
会
だ
け
で                 

満
足
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

共
同
求
人
委
員
会
は
、
採
用
活
動
を
通
し

て
選
ば
れ
る
企
業
に
な
る
た
め
の
実
践
の
場

で
す
。
新
卒
採
用
を
行
な
っ
て
く
れ
る
求
人

媒
体
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

　

支
部
例
会
の
弱
点
は
、
毎
月
毎
月
の
学
び

に
継
続
性
や
関
連
性
な
い
こ
と
で
す
。
自
社

の
経
営
課
題
は
、
委
員
会
で
実
践
す
る
こ
と

が
近
道
で
す
。

最
後
に

　

労
使
見
解
の
経
営
者
の
責
任
に
は
、「
い
か

に
環
境
が
厳
し
く
と
も
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
て
、
経
営
を
維
持
し
発
展
さ
せ
る
責
任

が
あ
り
ま
す
。」
そ
し
て
「
な
に
よ
り
も
実
際

の
仕
事
を
遂
行
す
る
労
働
者
の
生
活
を
保
障

す
る
と
と
も
に
、
高
い
志
気
の
も
と
に
、
労

働
者
の
自
発
性
を
発
揮
さ
せ
る
状
態
を
企
業

内
に
確
立
す
る
努
力
が
決
定
的
に
重
要
で

す
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
同
友
会
活
動
と
し
て
、
経
営

指
針
を
作
成
し
、
計
画
を
立
て
、
雇
用
し
、
共

育
す
る
。
様
々
な
角
度
か
ら
学
べ
る
場
が
同

友
会
に
は
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
委
員
会
の
情

報
も
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ
し
て
参
画
し
て
く

だ
さ
い
。

21 世紀型 自立型企業づくり

民
主
的
な

会
社
運
営
の
た
め
に

 『
社
員
総
会
』を
開
く

～
『
広
報
サ
ポ
ー
ト
』に
特
化
～

Ｋコ

ー

ホ

ー

Ｏ
Ｈ
Ｏ
株
式
会
社

秋あ
き
よ
し好  

哲て
つ
み美 

氏

ひ
び
き
支
部

代
表
取
締
役
社
長

１
９
５
７（
昭
和
32
）年
創
業
の
㈱
九
州
機
関
紙
印
刷
所
は
、
２
０
１
０

年（
平
成
22
）
に
理
念
・
方
針
を
現
す
た
め
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
㈱
に
社
名
変
更

し
ま
し
た
。
社
員
総
会
で
民
主
的
に
運
営
し
て
い
く
中
で
、
う
ま
く

い
っ
た
こ
と
、
頓
挫
・
撤
回
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

KOHO株式会社
1957年
北九州市八幡西区光明1-7-15
093-602-4461
18名
http://www.pr-koho.com
広報・宣伝印刷物の提案から
コンテンツのクロス展開による
WEB、DVDの企画・制作

創 業
住 所
電 話
従業員数
HP-URL
事業概要

取
　
　
材
　
広
報
部
　
　
　

文
章
担
当
　
菅
原
　
　
弘（
東
支
部
）　
　
　

写
　
　
真
　
富
谷
　
正
弘（
玄
海
支
部
）

創
業
60
年
・
会
社
の
沿
革

折尾丸尾町
郵便局
折尾丸尾町
郵便局

折尾
警察署
折尾
警察署

ＪＲ折尾
駅

KOHO㈱

合同入社式の様子

新入社員研修のプレゼンテーション

新入社員研修の半年後に
フォローアップ研修をしています
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市
場
縮
小
の
中
で
社
長
就
任

　

２
０
０
５（
平
成
17
）年
、
秋
好
さ
ん
は
諸

岡
さ
ん
の
後
を
受
け
て
社
長
に
就
任
し
ま
す
。

　

当
時
、
印
刷
業
界
は
大
き
な
変
化
の
波
に

の
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
・
編
集
は

電
子
組
版
か
ら
Ｄ
Ｔ
Ｐ
（
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ー

タ
を
作
成
し
て
印
刷
物
を
つ
く
る
こ
と
）
に

移
行
し
、
製
版
の
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
化
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
あ
り
、
お
客
様
の
職

場
に
も
高
性
能
な
コ
ピ
ー
機
が
登
場
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

発
注
量
の
激
減
、
印
刷
単
価
の
下
落
を
引

き
起
こ
し
、
市
場
は
縮
小
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
波
は
経
営
を
直
撃
し
ま
し
た
。「
わ
が
社

も
変
革
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
秋
好
さ
ん

は
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

  

社
員
総
会
の
意
義

　
「
会
社
は
個
人
の
も
の
で
は
な
く
社
員

全
員
の
も
の
で
あ
り
、
民
主
的
に
運
営
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
に
４
回
社

員
総
会
を
開
い
て
い
ま
す
」

　

会
社
の
意
思
決
定
機
関
は
株
主
総
会
・

取
締
役
会
で
す
が
、
同
社
で
は
社
員
総
会

も
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
に
は
福
岡
同
友
会
で
は
珍
し
く
労

働
組
合
が
存
在
し
ま
す
。

　

秋
好
さ
ん
は
、『
働
き
や
す
い
会
社
づ
く
り
』

と
『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
づ
く
り
』
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
「
社
員
が
成
長
す
る
た
め
に
は
、
会
社
が
い

ま
ど
ん
な
状
況
に
あ
る
か
を
知
っ
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
財
務
状
況
な
ど
の
情
報

を
す
べ
て
開
示
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
受
け

持
つ
業
務
の
中
で
ど
こ
に
付
加
価
値
が
付
け

ら
れ
る
か
を
自
ら
が
考
え
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

  

社
員
総
会
を
経
て
の
取
り
組
み

　

ま
ず
賃
金
の
課
題
に
対
処
し
ま
し
た
。
も

と
も
と
あ
っ
た
就
業
規
則
は
、
創
業
時
に
東

京
に
あ
る
印
刷
会
社
を
手
本
と
し
た
も
の
だ

っ
た
た
め
、
相
場
と
し
て
そ
ぐ
わ
な
い
部
分

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
退
職
給
与
引
当
金
が

資
金
を
圧
迫
し
て
い
た
の
で
す
。
社
員
総
会

で
は
内
情
を
丁
寧
に
説
明
し
、
合
意
を
得
て

賃
金
表
を
作
成
し
、
賃
金
カ
ッ
ト
に
も
踏
み

切
り
ま
し
た
。
体
制
が
整
い
利
益
を
現
状
の

社
員
に
回
せ
る
状
態
に
な
る
と
、
賃
金
の
ア

ッ
プ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
取
り
組
ん
だ
の
は
経
営
理
念
の
策

定
で
す
（
写
真
参
照
）。
そ
れ
に
即
し
た
形
で

『
指
針
』
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
紙
媒
体
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
広
報
に
関
わ
る
こ
と
は
全
て
行

う
『
広
報
サ
ポ
ー
ト
』、
即
ち
企
画
・
取
材
・

編
集
・
デ
ザ
イ
ン
制
作
・
印
刷
・
配
布
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
で
の
展
開
で
す
。
特
に
J
A
や

病
院
、
法
律
事
務
所
な
ど
で
そ
の
機
能
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
い
わ
ゆ
る
農
協
改
革
が
叫
ば
れ

る
中
で
、
支
店
ご
と
に
地
域
に
密
着
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
あ
え
て
手

作
り
の
「
支
店
通
信
」
を
手
渡
し
す
る
広
報

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
金
融
部
門
も
あ

る
の
で
人
事
異
動
が
多
く
、
広
報
活
動
に
不

慣
れ
な
職
員
も
い
る
こ
と
か
ら
、
企
画
か
ら

依
頼
さ
れ
る
こ
と
や
編
集
講
座
を
依
頼
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

病
院
で
は
、
医
院
・
診
療
所
、
介
護
施
設

と
の
連
携
ツ
ー
ル
と
し
て
広
報
活
動
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近
年
、
慢
性
的
な
人
手

不
足
に
よ
る
過
重
労
働
の
た
め
広
報
活
動
に

手
が
回
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ト
ー
タ
ル
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。「
仕
事
を
請
け
負
う

際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
大
事
に
し
て

い
る
か
」
と
い
う
質
問
に
は
「
顧
客
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
把
握
し
、
期
待
さ
れ
て
い

る
以
上
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
を
す
る
こ

と
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
事
業
や
動
画
、
編
集
講
座
な
ど
の
依
頼
も

受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
コ
ン
テ
ン
ツ
が
増
え
、
総
合
的
な
広
報
支

援
が
で
き
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

  

社
名
変
更

　

そ
こ
で
秋
好
さ
ん
は
理
念
と
方
針
に
沿
っ

た
形
で
社
名
変
更
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
先
代
を
含
め
か
な
り
の
葛
藤
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
主
観
的
に
も
客
観
的

に
も
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
自
社
の
生
き

残
る
方
向
性
を
示
す
べ
き
と
考
え
た
の
で
し

た
。
新
し
い
社
名
を
社
内
で
公
募
し
、『
Ｋ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
株
式
会
社
』
と
し
ま
し
た
。
２
０
１
０

（
平
成
22
）
年
の
こ
と
で
す
。

  

評
価
制
度

　

秋
好
さ
ん
は
社
内
に
お
け
る
評
価
制
度
導

入
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

採
用
し
た
方
法
は
社
員
に
対
し
社
長
と
４

人
の
社
員
に
よ
る
３
６
０
度
評
価
で
す
。
し

か
し
出
て
き
た
の
は
ほ
と
ん
ど
が
『
中
位
評

価
』
す
な
わ
ち
５
段
階
の
３
で
返
っ
て
き
ま

し
た
。
理
由
を
尋
ね
る
と
「
難
し
い
」「
抽
象

的
だ
」
と
あ
り
、
労
働
組
合
か
ら
も
異
論
が

出
て
頓
挫
、
そ
し
て
撤
回
と
な
り
ま
し
た
。

  

社
員
が
考
え
る
会
社

　
「
印
刷
業
は
受
注
商
売
で
す
。
お
客
様
か

ら
依
頼
さ
れ
て
仕
事
が
始
ま
り
ま
す
。
何
か

自
主
的
に
や
れ
る
こ
と
は
な
い
か
模
索
し
て

い
ま
し
た
」。
そ
ん
な
と
き
、
会
社
に
棲
み
つ

い
た
子
猫
た
ち
の
世
話
や
里
親
探
し
を
き
っ

か
け
に
発
刊
さ
れ
た
の
が
「
ペ
ッ
ト
情
報
誌

A
n
i
m
o
」
で
し
た
。
捨
て
犬
猫
な
く
す

た
め
の
啓
発
、
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
方
々
に
役

立
つ
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と
い
う
想
い
で

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
発
刊
当
初
は
認
知
度
も

な
く
悪
戦
苦
闘
す
る
日
々
で
し
た
が
、
社
員

の
自
主
的
・
自
立
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
設

置
場
所
や
読
者
の
投
稿
も
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
、
人
と
人
と
の

繋
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
そ
う
で
す
。

　

社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
手
段
と
し
て
は
、

Ｄ
Ｔ
Ｐ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
認
証
試
験
や
日
本
語

検
定
試
験
な
ど
を
受
け
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

秋
好
さ
ん
は
自
身
が
新
聞
記
者
だ
っ
た
と

い
う
経
験
か
ら
こ
う
話
し
ま
す
。「
い
ま
の

若
い
人
た
ち
は
情
報
収
集
の
媒
体
と
し
て
パ

ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と

言
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
知
り
た
い

こ
と
を
知
る
場
合
は
便
利
で
す
が
、
広
報
を

仕
事
と
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
広
く
浅
く

世
の
中
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
俯
瞰
す
る
た
め
に
は
『
新
聞
を
読
む
こ

と
』
が
必
要
で
す
」

　

総
会
で
は
同
友
会
に
倣
っ
て
、
経
営
課
題

を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
討
議
を
時
間
を

か
け
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
事
例
発
表

の
時
間
を
設
け
、
コ
ン
ペ
で
大
手
企
業
に
勝

っ
た
事
例
、
負
け
た
事
例
な
ど
を
報
告
し
て

い
ま
す
。
自
主
性
と
放
任
主
義
は
表
裏
一
体

で
あ
り
、「
そ
れ
私
が
や
る
ん
で
す
か
」
と

い
っ
た
類
の
言
葉
が
タ
ブ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。

  

今
後
の
課
題

　

秋
好
さ
ん
は
、
社
員
自
身
が
会
社
を
つ
く

る
、
そ
の
た
め
の
企
業
風
土
づ
く
り
が
自
分

の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
そ

こ
に
到
達
し
て
事
業
承
継
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
40
代
・

50
代
の
社
員
全
員
を
集
め
て
事
業
継
承
塾
を

開
き
ま
し
た
。
理
念
・
方
針
か
ら
財
務
・
教

育
に
至
る
ま
で
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
伝
え

ま
し
た
。

　

現
在
、
社
員
総
会
を
柱
に
民
主
的
に
合
意

を
持
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
変
化
の
速
い

環
境
に
お
い
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
求
め
ら
れ
た

時
に
こ
れ
で
よ
い
の
か
と
い
う
懸
念
を
抱
い

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

取
材
の
最
後
に
秋
好
さ
ん
が
考
え
る
自
立

型
企
業
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
「
世
の
中
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

社
員
が
、
働
く
こ
と
で
社
会
に
ど
う
役
立
っ

て
い
く
か
、
ど
ん
な
働
き
が
い
が
あ
る
か
を

自
覚
し
て
い
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
社
員
が
有
機
的
に
結
び
つ
き
合
っ

て
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
っ
て
い
く
会
社
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
わ
が
社
と
し
て
は
、『
も
っ

と
伝
え
た
い
を
ず
っ
と
広
げ
た
い
』
と
言
っ

て
い
ま
す
」

　

取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

21 世紀型 自立型企業づくり

印刷工場の様子

壁に掲げられている経営理念

ペット情報誌Animo

社
員
が
成
長
す
る
た
め
に
は
会
社
の
状
況
を

全
て
開
示
し
、ど
こ
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
か
を

自
ら
が
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

民主的な会社運営のために『社員総会』を開く

従業員の皆さん

も
っ
と
伝
え
た
い
を

ず
っ
と
続
け
た
い
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協議事項 審議事項

報告・確認事項

2018年度運動方針骨子案について 2018年度役員選考

会員企業の動きなど

２０１7年度 第9回理事会議事録
45名（出席率７3.4％）
光本智惠子（副代表理事）

出席
議長

２０１8年1月２4日（水）13時00分～17時30分
福岡県中小企業振興センター 202会議室

日時
会場

（一部抜粋）

e.doyuの文書管理（理事会報告-2017年度）に
アップしています。会員の方は全て閲覧できます。

事務局関係報告

経営革新計画承認企業　2017年12月 ※ 11月分追加　

M・Tトータルカーショップ　田中 真剛 氏 （有明支部） 
〈テーマ〉新車販売の仕掛け作りと自社認証工場との組合せ
         による循環型ビジネスモデルの構築

㈱中村タイル商会　中村 正昭 氏 （福友支部）
〈テーマ〉非公開
中村硝子　中村 信文 氏 （田川支部）

〈テーマ〉「構造見学会」によるリフォーム事業の強化と
           「住まいの困りごとサービス」の提供
※累計で福岡県全体では5,560件、会員企業は延べ415件

表彰
日刊工業新聞社

「第35回優秀経営者顕彰」優秀経営者賞
・ベルテクネ㈱　鐘川 喜久治 氏（西支部）

経済産業省  「地域未来牽引企業」
全国2148社　福岡県74社（会員企業７社）
・㈱糸島みるくぷらんと　田中 和久 氏（糸島支部）
・岩田産業㈱　　   岩田 陽男 氏・岩田 章 氏（東支部）
・㈱岡野　　　　　山本 裕子 氏（福友支部）
・㈱鹿田産業　　　鹿田 和正 氏（福友支部）
・竹下産業㈱　　　竹下 政敏 氏（有明支部）
・㈱ピーエムティー　 松岡 譲二 氏（東支部）
・㈱ふくや　　　　 川原 正孝 氏（南支部）

理事会報告全文

各代表理事より2018年度の運動骨子案が提案された。出
された意見をもとに、運動方針案を正副代表理事会で検討
し、次回の理事会に提案することとした。

役員選考委員長より、2018年度役員（中央支部長
および青年部連絡会代表）が提案され、審議の結
果、承認された。

事務局長より1/5に新入局員1名が入局した旨報告された。

1

1

1

2

11月分追加

12月

福岡フレンドシップフェスティバル２０１8福岡フレンドシップフェスティバル２０１8
福岡県中小企業家同友会 青年支部

2018年

10：00～16：00
雨天決行

4 8月 日
日

会　場

主　催

福岡市役所前ふれあい広場

福岡同友会 青年支部 後　援 福岡市

　「バリアフリー（障がい者と隔たりなく共に生きていく社会）こそが豊かな社会
であり、“地域と共に歩む中小企業を目指す”同友会がバリアフリー社会を率先し
て実践していく」ということを青年支部会員が一人ひとり改めて深く認識してい
ます。私たち同友会青年支部が、より多くの市民に、身体にハンディキャップを
持った仲間たちが一生懸命働いている施設があることをお伝えしたいと思いま
す。充実した催しを企画して参りますので、多数のご参加・ご協力賜りますよう、
青年支部一同心よりお願い申し上げます。

今年もやります！！
事業所支援イベント

パフォーマンスや
B級グルメでおもてなし！

毎日、支援事業所で制作している数々
の品を販売。是非ご覧ください。チャリ
ティーバザーもやっています。掘り出し
物を探してみてください。

地元のアーティストや芸人が大集合！！
迫力満点のステージとおいしいB級グ
ルメでお祭り気分でおもてなし！！当日
の飲食チケットもあります！！

新
シ
ス
テ
ム
稼
働
で
　
　
　
　
　

デ
ー
タ
の
運
用
が
ス
ム
ー
ズ
に

　
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
作
業
部
会
で
は
、2
0
1
5

年
6
月
か
ら
事
務
局
員
を
交
え
、
会
員
デ
ー
タ

べ
ー
ス
の
活
用
と
運
用
に
つ
い
て
、「
開
発
構

想
」、「
現
状
分
析
」、
お
よ
び
「
段
階
的
な
開
発

時
期
と
範
囲
」
な
ど
の
調
査
や
議
論
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
お
も
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
そ
し
て
、
第
一
段
階
と
し
て
、「
新
会
員
シ
ス

テ
ム
」
の
開
発
範
囲
、
稼
動
時
期
の
討
議
、
審

議
、
公
募
の
た
め
の
仕
様
書
の
作
成
を
行
い
ま

し
た
。
2
0
1
6
年
3
月
に
は
、
開
発
業
者
公

募
の
た
め
、
全
会
員
に
資
料
の
送
付
を
行
い
ま

し
た
。
4
月
に
は
6
社
に
よ
る
応
札
と
プ
レ
ゼ

ン
に
よ
り
選
考
審
査
を
行
い
、
5
月
に
弊
社
に

内
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
弊
社
は
応
札
業
者

を
宣
言
し
た
た
め
、
公
募
仕
様
書
作
成
か
ら
審

査
ま
で
の
期
間
は
作
業
部
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
外

れ
ま
し
た
。）

　
2
0
1
6
年
5
月
か
ら
は
作
業
部
会
メ
ン
バ

ー
も
同
席
で
、
弊
社
担
当
Ｓ
Ｅ
と
事
務
局
に
よ

る
詳
細
打
合
せ
を
開
始
し
、
こ
の
た
び
新
シ
ス

テ
ム
開
発
が
完
了
し
、
稼
働
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
。

更
な
る
飛
躍
を
み
せ
る
　
　
　
　
　

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

　
今
回
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
バ

ー
を
使
用
し
、
ツ
ー
ル
は
開
発
者
人
口
も
多
い

Ｖ
ｉ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
で
開
発
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
で
運
用
す
る
こ
と

で
、
本
部
だ
け
で
な
く
北
九
州
、
県
南
か
ら
も

3
6
5
日
24
時
間
、
デ
ー
タ
を
同
時
共
有
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
例
会
や
委
員
会
、

経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
出
欠
管
理
や
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
と
履
歴
、
会
費
な
ど
の
管
理
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
一
部
ｅ

－

ｄ
ｏ
ｙ
ｕ
の
デ

ー
タ
連
携
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
事
務
局
員
向
け
の
会
員
管
理
シ
ス
テ

ム
で
す
が
、
今
後
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
を

解
決
し
な
が
ら
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
使
い
、

「
会
員
さ
ん
が
自
分
の
活
動
履
歴
を
調
べ
る
」、

「
会
員
企
業
を
様
々
な
条
件
で
検
索
す
る
」、

「
条
件
を
指
定
し
様
々
な
集
計
を
行
う
」
な
ど

も
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
図
情
報
と
重
ね
て
会
員
マ
ッ
プ
や
会

員
名
簿
作
成
な
ど
の
情
報
源
に
も
応
用
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
の
発
展
が
期
待
で
き

ま
す
。

現
在
、
事
務
局
が
運
用
し
て
い
る
会
員

シ
ス
テ
ム
の
仕
様
や
改
善
要
望
の
調
査

運
用
環
境
（
本
部
・
北
九
州
・
県
南
な

ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
や
、
機
器
の
更

新
時
期
の
調
査

会
員
に
公
開
で
き
る
個
人
情
報
な
ど
の

範
囲
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題

123

株式会社システム企画　代表取締役　倉本明彦（南支部）　　

同時
共有
同時
共有

出欠
確認
出欠
確認情報

集計
情報
集計

会費
管理
会費
管理

事務局向け

Database Working Group

「会員管理システム」が稼働
出欠、アンケート、会費管理からスタート
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一般社団法人福岡県中小企業家同友会

景況調査ダイジェスト（2017年10月～12月期）第103回

「8期ぶりの10ポイント超えも、先行きに不安感あり」

回答企業の概要

調 査 要 領 調 査 時
対 象 企 業
調査の方法

2017年11月24日～2017年12月28日
（一社）福岡県中小企業家同友会　全会員企業2,116社（12月時点）
会員専用サイト（一部FAX）にて配信、自計記入、回収

回  答  数
企 業 規 模

（従業員数）
企業の所在地

355社の回答（回答率16.8％）（製造業58社、建設業67社、商業流通業41社、サービス業188社　不明1社）
0～10名以下　　      196社    　11名～20名以下    72社    　21名～50名以下   49社
51名～100名以下       18社    　100名以上 　　　   20社    　不明　　　　　　    0社
福岡地区 213社    北九州地区 43社    筑豊地区 50社    県南地区 39社    県外 10社    不明 0社

室長談話
長期的な、かつ広い視野で
事業を見つめ直し、
今こそ先に向けた
具体的な行動を！

概　　況 業種・従業員規模・地域別の特徴

経営上の問題点

経営指針の作成と実践

経営指針書の検証について

業種別の経営上の問題点

全体的な特徴

　景況感DI（2017年10月～12月の状況）は前回の6.9から3.4ポイント改善
して10.3となりました。次期予想DI以外、全てのDIが二桁となりました。次
期予想DIは前回の過去最高値31.0から7.8ポイント減少し23.2となりました
が、依然として高い数値を示しています。
　従業員規模別の動向において、次期予想DIを見ると10名規模の企業を
境に、先行きに明暗の分かれる結果となりました。業種別の動向では、製造業

（消費財）の売上DIと利益DI及び受注DIがマイナス域からプラス域に好転
しました。建設業（設備）では売上DI及び利益DIが2期連続悪化しマイナス
域となり、次期予想が大きく減少しています。
　経営上の問題点を業種別に見ると、製造業（生産財・消費財）では原材料の
高騰、建設業（建築・土木・設備）では協力業者の確保難など、業種ごとに共通
の課題が挙げられました。
　特設項目である「冬の賞与支給予定」では、全体の約7割が支給すると回
答しました。支給基準では1～2ヶ月が過半数を占めています。新卒採用に関
する設問では、全体の7割以上が新卒採用をしていないと回答しています。新
卒採用に取り組んでいる企業でも過半数が「予定人数より不足」と回答して
います。
　景況感DIは8期ぶりに二桁を超えましたが、金融緩和政策の継続など先行
きが不透明な材料が多くあります。景況感のいい時期だからこそ長期的な視
野に立ち、10年ビジョンを作成し人材採用育成を含めた指針づくりで魅力あ
る企業づくりをめざしていかなければなりません。

全体的にプラス域が目立つが、業種によっては悪転もあり　
　全体的にプラス域が多く、製造業（消費財）の好転が目立つ一方で、建設業

（設備）は売上高DI及び利益DIで悪転しています。また、サービス業（対個人）
は全ての指標が前回よりマイナス値となっています。建設業（設備）とサービス
業の次期予想は、プラス域ではありますが、大幅に減少しているため今後の動
きに注視すべきところです。

規模別の動向
　前回マイナス域であった11～20名規模の企業では好転していますが、31～
50名規模の企業は悪転が目立ちます。10名規模を境に次期予想DIに差が表
れています。

　「人材獲得難」は7期連続で1位となりました。「価格競争激化」「民間需要の
停滞」などで減少が見られますが「人材獲得難」が慢性的な課題となっていま
す。「原料・材料等の高騰」と「税負担の圧迫」が上昇しています。

● 依然として人材獲得難がトップの課題に

本社地区別の動向
　地区別の動向を見ると全体的にプラス域が多く、北九州地区と筑豊地区は好
転しています。次期予想DIは北九州地区を除き悪化が目立ちます。

　全ての業種で「人材獲得難」が上位に挙がっています。業種別にみると、製造業では「原料・材料等の高騰」が共通課題に、建設業では「熟練技術者の確保
難」と「協力業者の確保難」が共通課題に挙がっています。商業・流通業では「仕入単価上昇」が高い数値となっています。

　今回の調査では、「作成し実践している」と回答した企業の検証について
は、約半数の企業が毎月検証しているという結果になりました。検証の成
果と景況感については、「作成し実践している」と回答した企業の方が「毎
月ではない」企業よりもよい側が多く、悪い側が少なくなっています。

　経営指針書の作成と実践について、「作成し実践している」と回答した企
業は、前回の29.3％から今回は32.2％と2.9％増加しています。「作成して
いるが実践なし」「作成に至っていない」と回答した企業は減少しています。

景況感上昇傾向で全指標2桁に
　景況感DI及び利益DIは上昇し、全指標が2桁となりました。次期予想DIは前
回の過去最高値から大幅に減少してますが、依然として高い数値を示してます。

項目 第102回 第103回 変動幅
景況感DI 6.9 10.3 3.4ポイ

ント改善
売上高DI 12.6 14.2 1.6ポイ

ント改善
利益DI 6.7 11.6 4.9ポイ

ント改善
新規受注DI 10.6 13.8 3.2ポイ

ント改善
次期予想DI 31.0 23.2 7.8ポイ

ント悪化

No. 今期
景況判断 業種 本社

所在地 そのような結果の理由    

1 非常に
良い

製造業
（生産財） 県南 相場の上昇

2 非常に
良い

製造業
（生産財） 北九州

当社は電気、時に配電盤のリフォームを手がけて
いるが、ますますこの仕事が多くなる時代になっ
てきたと思う

3 非常に
良い

建設業
（建築） 福岡 建築バブル

4 よい 商業・
流通業 福岡 客先業界（建設）の業績が好調のため

5 よい サ業
（対個人） 筑豊 採用できたから仕事が増やせている

6 普通 製造業
（生産財） 福岡 競合他社の値下げが原因

7 普通 建設業
（建築） 北九州 仕事量としてはやや増加していますが、価格競争

により利益が減少している

8 悪い 製造業
（生産財） 福岡 印刷物の減少傾向があるのでは？

9 悪い 建設業
（設備） 筑豊 予定していた物件の失注や、客先の計画先送りの

ため

10 悪い サ業
（対個人） 福岡 車軸販売の低迷

経営指針書の作成と実践 第 102 回 第 103 回 構成比増減
No. カテゴリ 件数 （除不）％ 件数 （除不）％
1 作成し実践している 128 29.3 114 32.2 2.9
2 作成しているが実践なし 123 28.1 87 24.6 -3.5
3 作成に至っていない 171 39.1 136 38.4 -0.7
4 作成する必要はない 15 3.4 17 4.8 1.4

不明 5 1 0.0
サンプル数（％ベース） 442 437.0 355 354.0 -83.0

％ 全体 製造業
（生産財）

製造業
（消費財）

建設業
（建築）

建設業
（土木）

建設業
（設備）

商業・
流通業

サービス業
（対事務所）

サービス業
（対個人）

回答件数 351 30 27 36 11 20 40 116 71
人材獲得難 38.5 46.7 40.7 58.3 63.6 45.0 25.0 33.6 33.8
同業者間の価格競争激化 29.1 20.0 44.4 19.4 18.2 10.0 37.5 36.2 22.5
従業員不足 27.4 30.0 22.2 44.4 27.3 40.0 22.5 24.1 23.9
民間需要の停滞 17.4 20.0 25.9 5.6 9.1 10.0 25.0 17.2 18.3
熟練技術者の確保難 16.5 26.7 14.8 30.6 36.4 30.0 5.0 12.9 11.3
協力業者の確保難 15.4 20.0 0.0 50.0 36.4 35.0 2.5 10.3 8.5
仕入れ単価の上昇 14.2 13.3 25.9 13.9 9.1 10.0 32.5 6.0 15.5
原料・材料等の高騰 12.0 40.0 33.3 8.3 0.0 20.0 7.5 0.9 14.1
取引先の減少 11.1 10.0 14.8 0.0 9.1 5.0 20.0 13.8 8.5
税負担の圧迫 10.8 13.3 11.1 5.6 0.0 20.0 7.5 12.1 11.3
新規参入の増加 10.5 0.0 7.4 5.6 0.0 10.0 12.5 12.9 15.5
官公需の停滞 8.8 13.3 7.4 5.6 36.4 20.0 5.0 10.3 1.4
大企業進出による競争激化 5.4 6.7 3.7 2.8 0.0 0.0 5.0 6.0 8.5
業資金の借り入れ難 4.8 0.0 0.0 2.8 9.1 5.0 7.5 5.2 7.0
販売先からの値下げ要請 4.3 6.7 3.7 2.8 0.0 0.0 12.5 4.3 1.4
仕入れ先からの値上げ要請 3.4 13.3 7.4 0.0 0.0 5.0 5.0 0.9 2.8
金利負担の増加 1.7 3.3 3.7 0.0 0.0 0.0 2.5 1.7 1.4
輸入品による圧迫 0.9 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.0
その他 11.4 3.3 3.7 2.8 9.1 15.0 7.5 13.8 19.7

No. カテゴリ 件数 （除不）％ （全体）％
1 毎月検証している 57 50.0 50.0
2 毎月ではないが検証している 40 35.1 35.1
3 年に１回は検証している 15 13.2 13.2
4 全く検証していない 2 1.8 1.8

不明 0 0
サンプル数（％ベース） 114 114.0 100.0

・各業種別回答数に対するパーセント　・色付きセルは上位5項目

-1.8 5.4

人材獲得難

101回割合（403件）

-10 0 10 20 30 40 50（％）

102回割合（429件） 103回割合（352件） 前回からの変動幅

同業者間の
価格競争激化

従業員不足

民間需要の
停滞

熟練技術者の
確保難

協力業者の
確保難

税負担の圧迫

新規参入の
増加

取引先の減少

原料・材料等の
高騰

大企業進出による
競争激化

官公需の停滞

仕入れ単価の
上昇

主な項目をグラフにしております

38.6

-3.1

-3.3

-0.3

-0.5

-0.1

-2.5

-1.6

-1.8

0.4

1.9

4.3

0.9

29.0

27.3

17.3
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11.1

15.6

10.8

11.9

冬の賞与支給について

新卒採用について

　賞与支給予定を見ると、「支給する」と回答している企業が全体の7割を
占めています。支給基準を見ると、1～1.5ヶ月未満が全体の3割で最も高
い割合となっています。

　経営上の問題点では人材獲得難が最も高い数値となっていましたが、新
卒採用をしていないと回答した企業が全体の7割以上を占めています。

　新卒採用をしていると回答した企業の中で、予定人数を採用できた企業
は全体の3割程度に留まり、予定より不足と回答した企業が過半数を占め
ています。

Ｎｏ． カテゴリ 件数 （除不）％ （全体）％
1 従来どおり支給する 163 46.8 45.9
2 増額して支給する 53 15.2 14.9
3 減額するが支給する 30 8.6 8.5
4 今回は支給しない 23 6.6 6.5
5 もともと賞与はない 63 18.1 17.7
6 まだわからない 16 4.6 4.5

不明 7 2.0
サンプル数（％ベース） 355 348.0 100.0

Ｎｏ． カテゴリ 件数 （除不）％ （全体）％
1 新卒採用している 81 23.1 22.8
2 新卒採用していない 270 76.9 76.1

不明 4 1.1
サンプル数（％ベース） 355 351.0 100.0

Ｎｏ． カテゴリ 件数 （除不）％ （全体）％
1 予定人数採用 26 32.9 32.1
2 予定以上採用 8 10.1 9.9
3 予定より不足 45 57.0 55.6

不明 2 2.5
サンプル数（％ベース） 81 79.0 100.0

Ｎｏ． カテゴリ 件数 （除不）％ （全体）％
1 ２ヶ月以上 41 17.1 16.7
2 1.5～2ヶ月未満 62 25.8 25.2
3 1～1.5ヶ月未満 78 32.5 31.7
4 1ヶ月未満 59 24.6 24.0

不明 6 2.4
サンプル数（％ベース） 246 240.0 100.0

13 12



3 月 の 　 　 行事案内

みんくる会議室 久留米市六ツ門町３-１１ ☎0942-30-9067
岡田 　宗士 氏
判田 宗一朗 氏
稲積 幹一郎 氏

クロボー製菓株式会社　取締役　久留米支部
有限会社判田鉄工所　後継者　久留米支部
稲積合金株式会社　後継者　久留米支部

16 金 18：30～21：00 久留米支部
3月例会

県南地区の勉強会『未来塾』での学びを踏まえ、これから経営者になる上での疑問や
不安などを後継者の3名より率直に報告いただきます。これから必要なことや経営者
としての考え方などについて、後継者と経営者の間で意見交換を行います。

後継者から経営者へ

☎092-918-3535筑紫野市生涯学習センター 筑紫野市二日市南1-9-3

15 木 筑紫支部
3月例会

みんなで語れば不安解消！
指針に基づく経営実践･継続のポイント

今期、天拝塾が開催されましたが、指針経営に臨むのは不安が多く、一歩が踏み出せな
い、実践を継続できない方もいると思います。今回はパネルディスカッションで、このよ
うな悩みや不安をどう解決していくか、どのように動機付けしていくかについて考えま
す。

18：20～20：50

佐藤　勝則 氏
石内　雅盛 氏
植原　正明 氏
三宅　静恵 氏

ファシリテーター
パネラー
パネラー
パネラー

株式会社さとう建設　専務取締役　筑紫支部
株式会社レイオブホープ　代表取締役　筑紫支部
有限会社フルガード　代表取締役　筑紫支部
合同会社三宅牧場まきば　代表社員　筑紫支部

☎0949-25-1007ユメニティのおがた 直方市山部364-4

12 月 のおがた支部
3月例会

支部・地区の垣根をなくし、会員間交流をはかろう！

同友会のおがた支部においては、支部内での交流は活発になってきているものの、他
支部・他地区との交流においては、存在さえよくわからないといった会員が少なくない
と思われます。支部・地区を超えて一人でも多くの同友会会員を理解し、今まで以上に
会員間交流を活発化していくことは自社発展に繋がるものと考えます。

18：30～21：00

宮野 甲介 氏 有限会社宮野建装　代表取締役　ひびき支部
金子 順次 氏 ライジング迎賓館　後継者　のおがた支部

～ひとりひとりの幸せが社会の幸せにつながる～

近藤　武夫 氏 東京大学  先端科学技術研究センター　准教授

超短時間雇用という新しい働き方のデザイン

ひとりひとりが、自分自身が役割を持って働きたい場所を、何の違和感もなく望むこと
ができる社会が必要です。今まで当たり前とされてきた労働時間、職務定義、期待能
力などに対する障壁とその結果としての所得（収入）は、これからの日本でどう変わる
のでしょうか。どう変えていくべきでしょうか。 「超短時間雇用という新しい働き方のデ
ザイン」を一緒に考えてみませんか。

福岡同友会会議室 福岡市博多区吉塚本町9-15　福岡県中小企業振興センタービル11階

29 木 16：00～18：00
ソーシャルビジネス委員会

3月例会

☎092-686-1234福岡同友会会議室 福岡市博多区吉塚本町9-15

かすや支部
3月例会火 18：30～21：0020

事業承継のピンチからチャンスへ
林田　浩暢 氏 合資会社若竹屋酒造場　社長　りょうちく支部

合資会社　若竹屋酒造場様は、「若竹屋は先祖より受け継ぎし商いにあらず子孫より
預かりしものなり」と家訓にあるそうです。その言葉の本質を、林田社長の経営者とし
ての歴史と経験から学びとり、事業継承と企業存続に対する要諦と最も大事にしてい
る価値観について学びたい。

松尾　勝彦 氏 写真の松屋株式会社　代表取締役　りょうちく支部

22 木 18：30～21：00 りょうちく支部
3月例会

時間管理
☎0943-73-9020

時間の作り方について考えます。若い方ほど、目の前のことに追われて優先すべきこ
とを先送りにしてしまっているのではないでしょうか。昨年「７つの習慣」を読み、時間の
作り方の優先順位があることを知りました。そのことを伝え、優先すべきことは作業で
はなく、勉強。強いては同友会活動の意味を一緒に考え合いたいと思います。

うきは市生涯学習センター うきは市吉井町983-1

過去に前例のない労働人口減少、併せて激変する社会・経営環境（AIなどテクノロ
ジーの進化、超高齢化社会）などにより、これまでの過経営モデルが役に立たない時
代に入っています。これからは社員一人ひとりの多様性を推進できる環境を整え、主
体的行動を促しそして経営に活かすことで生産性を高めることが必要となります。事
業経営だけにとどまらず、地域にもダイバーシティが必要であることを理解し、参加者
自身が未来を見据え考え行動する機会とします。

前原公民館 糸島市前原東2-2-5 ☎092-322-2481
小津　智一 氏 株式会社OZ Company　代表取締役　糸島支部

20 火 18：30～21：00 糸島支部
3月例会

ダイバーシティ経営が糸島を変える

女性会員増強を目的とした同友会玄海支部を知る会を開催したいと思っております。
今回は会外講師をお招きしての講演と、２名の玄海支部女性会員による報告との３部
構成となっております。
○コミュニケーション力の磨き方
○女性にとってのワークライフバランス
○同友会の活動内容
■ 参加費：ゲスト3000円　会員5000円

橋詰 　京美 氏　株式会社ailes　代表
塚崎 ひとみ 氏　株式会社ベストオフィスクリエイション　代表取締役　玄海支部
小椋 　一子 氏　小椋社会保険労務士事務所　代表者　玄海支部

ブラッスリー　ポール・ボキューズ博多
福岡市博多区博多駅中央街1-1　JR博多シティ　9F

20 火 18：30～21：15 玄海支部
3月例会（知る会）

まなび×美食　女性が輝く『同友会』
☎092-413-5110

天神ビル11階 福岡市中央区天神2-12-1
若菜　正高 氏 然総合管理株式会社　代表取締役　南支部

27 火 18：30～21：00 南支部
3月例会

今期11期目を迎えるまでの、採用と共育の苦悩。経営指針書の作成と実践から、少しず
つ変わっていく組織。社内への浸透は完全でなくても、社員と共に成長を実感し、次の
ステージへ進んでいきます。強い企業づくりのヒントを得ましょう！！

～「理念経営」でステップアップ！！～
未来へ繋げ！社員と創る強い組織

☎0120-323-920

販路開拓に関連　実践事例の内容
福岡県中小企業振興センター 福岡市博多区吉塚本町9-15

27 火 FAST3月例会

辻山　敏 氏 よろず支援拠点

18：30～21：00

香港在住ならでは視点で九州企業とアジア市場のつながり方について語っていただ
きます。

エヌビーエス㈱　会議室 福岡市博多区奈良屋町5-10

27 火 18：30～20：30
国際交流委員会
3月例会

☎092-411-6147
松本　好重 氏 株式会社上杉スプリング商会　代表取締役社長　南支部

企業訪問例会
㈱上杉スプリング商会 福岡市博多区上牟田1-16-5

23 金 18：30～21：00
女性部委員会
3月例会

福岡同友会会議室 福岡市博多区吉塚本町9-15 -11F

新会員フォローアップセミナー
3月22日（木） 18：00～21：00

第145回

グランドホテル清風荘 大牟田市原山町2-4
平川　将実 氏 O.F.Aスマイルサービス　代表者　大牟田支部

20 火 19：00～20：40 大牟田支部
3月例会

堀田　　亮 氏 株式会社フジ精機　後継者　大牟田支部
自社の業績アップを目指し、あすなろ塾・経営指針２泊３日セミナーを受けて作成した
経営指針書を、平川氏と堀田氏より発表します。他社の経営指針書から学び、自社の指
針書作りに役立てる例会です。

経営指針発表会
☎0944-56-1212

田川情報センター 田川市番田町2-1
森　茂博 氏 和新工業株式会社　代表取締役　筑紫支部

20 火 18：30～21：00 田川支部
3月例会

みなさんの会社の理念はどのようなものですか？その理念は社員や取引先、そしてお客
様と共有できていますか？うちは個人事業者だから関係ないですか？個人や法人に限
らず、企業として存在している以上あなたの会社の「価値」や「責任」は必ずあります。会
社に関係するすべての人達への誓約書であるその理念をどのように共感・共有するか
一緒に考えてみませんか？

その理念で本当いいの？
☎0947-49-3220
～理念の共感と共有～

ＫＭＭビル 北九州市小倉北区浅野２-14-1
鹿田　和正 氏 株式会社鹿田産業　代表取締役　福友支部

20 火 18：30～21：00 北九州支部
3月例会

企業の中で自発的な意欲、やる気など高いレベルを目指すための人が育つ条件とし
て、経営者と従業員の深い信頼関係を持つということが必要です。企業の規模、歴史、
従業員の数・質など違いがありますが、多種多様な経験の報告から自社への良い取組
を学びます。

100年企業　7代目が挑む「人を生かす経営」

☎093-511-6450
～今後の展望を切り開く「自己と自社改革」～

パドドゥ・ル・コトブキ 飯塚市片島1-7-62
有田　栄公 氏 有田電器情報システム株式会社　代表取締役社長　飯塚支部
辻　　諒太 氏 辻養蜂場　代表者　飯塚支部

20 火 18：30～21：00 飯塚支部
3月例会（知る会）

若手会員の気づきと学びを通して、またベテラン会員の経験や知識を通して、同友会
のことをより深く多くの角度から知っていただき、自ら学ぶ場としてのチャンスを掴んで
いただきたいと思います。互いに抱えている問題の解消や仲間造りの場として同友会
を活用しより良い経営を目指しましょう！！

同友会はこういう会
☎0948-22-5138

～同友会的ビフォアーアフター～

～支部の想いをバトンタッチ～
福岡ビル9階 福岡市中央区天神1-11-17 ☎092-716-8021
古屋　勇一 氏 古屋法律事務所　弁護士　西支部

22 木 18：30～21：00 西支部
3月例会

三浦　義孝 氏 三浦造園土木建設株式会社　代表取締役　西支部
多比良　修 氏 多比良修労務管理事務所　社会保険労務士　西支部

2018年4月19日（木）総会より、新支部長体制となり、会員の皆さんは新しいブロック
に所属することになります。西支部の過去～現在～未来について各支部長に報告して
頂き、その後、新ブロック長にご挨拶して頂きます。

西支部の過去～現在～未来をつなぐ

～事業拡大を実現する力～

ウィズ・ザ・スタイル福岡 福岡市博多区博多駅南1-9-18 ☎092-433-3900
田村　志朗 氏 株式会社梓書院　代表取締役社長　福友支部

19 月 18：00～21：00 東支部
3月例会

斜陽産業である出版社を右も左も分からぬまま29歳で引き継いだ田村氏。幾度となく
困難にぶち当たります。そんな中、同友会と出会い、企業存続のために辿り着いた経
営判断とは？事業領域を正しくとらえ、新たな分野へ一歩踏み出す勇気を与えてくれ
る例会です。

新たな分野へ

ウィズ・ザ・スタイル福岡 福岡市博多区博多駅南1-9-18 ☎092-433-3900

これでいいのか？自分の人生
20 火 18：30～21：00 博多支部

3月例会

山口　明子 氏　ASAP動物病院　副院長　のおがた支部

～望む姿になるための経営指針書～

山口さんは、理想的な経営を追い求めてやってきていたつもりでしたが、同友会で勉
強して、経営内容を数字で見ると、経営内容は風前の灯でした。望む姿になる為に取り
組んだ事、また実践してきた事について報告を通じて学び、自身に置き換えて振り返
る例会です。

お知り合いの方を誘って、是非ご参加ください。
お申し込み、お問合せは、

e.doyu もしくは、同友会事務局までお願いします。

事業承継時の保険の活用

電気ビル共創館３Ｆ 福岡市中央区渡辺通2-1-82電気ビル本店隣 ☎092-714-5743

事業承継塾第6講

昨今中小企業において、「事業承継」は大きな課題として取り上げられています。社
長の「心意気」を伝え、企業の存在意義を受け継ぐことができるか。今後中小企業が
生き残るために、事業承継を学ぶことは大きな意義があります。（受講料：2,000円）

4月7日（土） 14：00～17：00

中川　甚広 氏　株式会社ベストプラン　代表取締役　のおがた支部

しげちゃん会議室
林田　浩暢 氏 合資会社若竹屋酒造場　社長　りょうちく支部

15 木 18：30～21：00 有明支部
3月例会

 “経営計画の立て方”をテーマに報告いただき、経営指針書の作成推進を目指します。

経営計画の立て方
柳川市三橋町下百町30-2 ☎0944-72-7722

同友会に入会して学びを深めていく中で起こった彼自身の変化の過程には、将来へ
の生き残りを模索する中小企業家にとって見習うべき点が数多くあります。今回の報
告を通じて、顧客、そして地域社会から必要とされる中小企業のあるべき姿について
考えます。

15 木 中央支部
3月例会

同友会の学びで売上が倍増した！！

18：30～21：00

鐘ケ江　啓司 氏 薬院法律事務所　弁護士　中央支部
天神ビル11階 福岡市中央区天神2-12-1  11F ☎0120-323-920

～超真面目に超一流を目指す～

ウィズ・ザ・スタイル福岡 福岡市博多区博多駅南1-9-18 ☎092-433-3900

末政塾「経営指針書発表会」

久下　充子 氏 医療法人中津第一病院　副理事長　福友支部

15 木 18：00～21：00
福友支部
3月例会

武久　景子 氏 株式会社武久　後継者　福友支部
末政塾は、革新的経営指針書を作成することを目標に、福友支部の末政ヒロ子氏が講
師となって経営理念の組み立てから、経営に必要な様々な数字の分析まで経営者自
身が徹底的に考える勉強会です。発表者２名は自身の「経営指針書発表」を例会で行
い、支部会員全体で自社の「経営指針」について考える学びの場とします。

～変化をチャンスにする経営指針書～

採用・共育と同友会運動（仮）
コムシティ 北九州市八幡西区黒崎3-15-3 ☎093-641-9360
松木　祥也 氏 株式会社松木工務店　代表取締役　北九州支部

15 木 18：30～21：00
ひびき支部
3月例会

今回は採用共育研究会の副会長をお呼びし採用、共育の両面から人材不足の解決方
法などを報告いただき、人材の獲得方法や就業規則などの法規の注意するところなど
人材確保の前にしないといけないこと、またその後の共育についても理解してもらい、
2018年度の自社の採用のヒントや解決しないといけない問題のヒントになればと思
います。

☎092-724-2222
アークホテルロイヤル福岡天神
福岡市中央区天神3-13-20

15 木 福博支部・青年支部・
青年部連絡会3月合同例会

共に学び、育つ、社風づくり　人を生かす経営

1995年、長崎にてマクドナルドフランチャイズ、(有)エス・ケイ・フーズを設立。仕事を
通じてもっと地元に貢献できることはないかと試行錯誤中にある一人の障がいを持っ
た青年との出会い、それを機に障がい者雇用を始め、現在では社員誰もが笑顔で生
きいきと働ける職場づくりに取り組んでいます。多くの仲間と学び合うことで自分を
再認識し、自社の社風づくり、そして人を生かす経営の実践を促す例会にします。
■ 参加費：5000円

18：00～22：00

中村　こずえ 氏 有限会社エス・ケイ・フーズ　取締役　長崎同友会

～40年間の戦力として～

15 14
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福岡同友会

　福岡県中小企業家同友会提 供のコミュニティ FMラジオ番 組
「それって、どーゆうかい？」に玄海支部の黒木義彦さん（㈱黒木建設）
と山本博一さん（㈲漸建築設計室）が1月19日（金）に出演されたので、
応援を兼ねて取材に行ったフォトレポートです。
　コミュニティFMラジオ局COMITENN  FM77.7MHzでオンエアー
されている大名にある小さなラジオ局です。毎週金曜日の14:00から
14:55の55分間 FM77.7MHzで放送されている同友会提供のラジオ
番組です。
　これまでに60社の同友会会員が出演されており、大名のスタジオか
ら同友会の関わりや自社の強みを発信しているラジオ番組です。元
RKBアナウンサーの野川眞理さんのわきあいあいとした素敵な進行
で番組が進められます。
　自社の仕事のPR、同友会との関わり、思い出の曲、曲にまつわるお
話と番組が進行していきます。ちなみに、黒木さんのリクエスト曲は

「NHKの仕事の流儀」のテーマ、山本さんのリクエストは「白い恋人達」
でした。あっと言う間の55分です。
　

黒木義彦さん

オンエア中

山本博一さん

なごやかな雰囲気で打合せ

Voice会員からの投稿

株式会社ココスイメージ  
富谷   正弘（玄海支部）

フォトレポート


